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2026年 1月 22日

2026 年春 科学史・若手研究懇談会実行委員会

(世話人：吉田尭史)

2026 年春 科学史・若手研究懇親会 実施要項

■開催日 2026年 3月 9日（月曜日）

■目的

1. 研究の進捗を発表し、フィードバックを得るという経験を積む

→ まだ研究として完成していないから、と躊躇する必要はございまん。

あくまで、発表の経験の 1 つの場として活用してもらえればと思います

2. 若手研究者同士で研究情報の交換を行い、親睦を深める

→ 議論を通して研究内容を深める、というより、誰がどんな研究をしているのか情報を交換し、

対話を深める、という趣旨です。

3. 科学史・技術史・医学史等の研究を志す学部生などの研究計画を考える場所

■場所： 東京科学大学（旧：東京工業大学） 大岡山キャンパス （仮：西 9号館 327教室）　

・東京都目黒区大岡山二丁目 12-1 （東急目黒線・大井町線 大岡山駅 徒歩 1分)

※ 建物、教室等の詳細は、参加者の方に後日連絡いたします

■開催方法： ハイブリッド開催

首都圏以外の地域からのご参加の場合は、Zoom からご発表・ご聴講いただくことも可能です

■発表形態

• 通常枠：発表 15 分、質疑 5 分

• 長時間枠：発表 30 分、質疑 10 分

• 質疑応答の時間は、参加者数などに応じて調整。後日、連絡します。

• 質問、コメント用のフォームも用意しておきます

■参加方法： 以下の Google Form からご回答ください。

https://forms.gle/WvrzAoQ7Yk6ip8BZ6

■発表申込締切： 2026 年 2 月 15 日（日）

• 教室のキャパシティなどの都合で、聴講も含めて一定の定員に達し次第、締切前でも申し込みを終了する可能

https://forms.gle/WvrzAoQ7Yk6ip8BZ6


性があります。

• また、もしプログラムの関係上人数が多くなった場合には、前回の懇談会で発表をされていない方を優先させ

ていただく可能性がございます。宜しくご承知おきください。

■プログラム

• 参加者数に応じて決定予定。

• 現在検討中ですが、東 京 科 学 大 附 属 図 書 館 が所蔵する 貴 重 書を閲覧するエクスカーションも企画中

です。

• 後日、若手の会の discord サーバーで連絡します。

■発表資料について

• ハイブリット開催に伴い、演台 PC を用いるか、ご自身の PC を Zoom に接続いただき、発表いただきます。

• 発表済み・発表予定の内容の場合は、その旨を当日の発表資料冒頭に示した上で、発表を行ってください。そ

の際、具体的な講演情報（発表者、題目、発表学会等名会場名、月年日）等をお示しください。

• 参加者への資料配布がある場合、紙の場合は当日ご持参ください。

• スライドは、当日 USB で持参するか、前日までに 世話人にお送りください。

– 演台 PC を用いる場合の発表媒体は、PDF, Microsoft Power Point, Canva などに対応します。詳細はお

問い合わせください。

• PDF 等で配布物がある場合は、スタッフから参加者へ配布しますので、世話人に事前にお送りください。

■Wifi 接続情報 ： 「eduroam」が使えます。

■懇親会について

• 懇談会の後、懇親会を行う予定です

• 詳細につきましては、後日若手の会 discord サーバーでお知らせいたします

■その他

• 記録のため写真を撮ることがあります。不都合等ある場合は、ご連絡ください。

• 本研究集会は、若手研究者の交流や情報共有を目的としていますので、発表者本人の実施したものである限り

においては再録・再発表でも構いません。ただし、自己盗用等の誤解を避けるめ、本会で発表する内容が再録・

再発表の場合は、スライドにその旨を明記し、元の発表会合、発表媒体等を明示してください。

世話人：吉田尭史（東京科学大学 博士後期課程）
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